


















































徐脈 頻脈 入学者年度 人数 ％ 人　数 ％ 人数 ％
！2 O．9 24 ！－9 1，296 100
H．8 （0） （0） （2） （1，0） （191） （100）
14 34 2．5 1，385 1001．0（O）
H．9 （0） （2） （O．8） （263） （100）
27 1．8 44 3．0 1，468 100
H．10 （4） （1．6） （4） （1．6） （244） （100）
53 13 102 2．5 4，149 100













H．8 一X 　48．2（50～46） 　103．8（100～117）
人数 14 34










年度 体　格 徐　脈 頻　脈
身長（Cm） ユ743H．8 172．7体重（㎏） 623 66．8
身長（Cm） 171．4 172．3
H．9 体重（kg） 63．3 67．4
身長（Cm） 172．7 17！．0


































































































































































最低 59，5　　12．68 77．3 11．ユ7
最高 114．6　　9．78124．6 23．3ユ
H．9
















































支 SD 支 SD
H．8 20．58 2，071．83 22．58 3．02
H．9 21．86 22．79 5．44




























■X SD 支 SD
H．8 45．70 2．42 37．78 5．62
H．9 45．18 8．52 40．18 7．15
H．1041．56 5．79 38．88 6．65






















1日総心拍数 108，766拍 99，295抽 94郷5抽　　　1凪946拍
覚 平均 85．9 72．3 73，1　　　　93．1
醒 最大 135 ！23 119　　　　134
時 最小 54 57 55　　　　　55
睡 平均 47．0 54．1 50，2　　　　54．9
眠 最大 62 74 66　　　　　95











































































有 無 有 無
平均 77．5 87．1 109．6 103．0歩行時
最大 82 103 123 112
最小 75 79 112 98
平均 135．1 124．5 157．6 141．0ランニング時
最大 146 142 166 148
最小 115 108 135 125
＊有・無はスポーツ経験　紐
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　20分間の歩行・20分間のランニング中の平均心拍数については表8に示した。また図17～図20
には歩行・ランニング中の心拍数の変動を示してある。
　歩行中の心拍数の変動についてみると，徐脈の者の平均心拍数は77．5拍／分と87．ユ拍／分であり，
頻脈の者の平均心拍数は109．6拍／分と103．O拍／分であり両者に約20抽／分前後の差がみられる。
70m／分のゆっくりした歩行であるが，徐脈の者と頻脈の者の動作時での心拍数の変動に違いがみ
られる。
　次にランニング中の心拍数の変動についてみると，歩行時と同様な傾向がみられ，ランニング
中の平均心拍数は徐脈の者が135．1拍／分とユ24．5拍／分，頻脈の者が157．9拍／分と141．1拍／分で
あり，徐脈の者が低い値を示している。各人共に平均心拍数は歩行時に比例して増加していると
言える。160m／分のゆっくりしたランニングではあるが，頻脈の者にとっては運動強度からみる
と60～70％に相当すると思われる。
　スポーツ経験の有無からみると，徐脈の者，頻脈の者共にスポーツ経験有の者が，ランニング
において平均心拍数が高くなる傾向がみられる。
○徐脈（スポーツ経験有）
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図17　歩行・ランニング中の心拍数の変軸
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○徐脈（スポーツ経験無）
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　　0　　5　10　15　20　　　　0　　5　10　15　20
　　　　　　　　　　　　　　　　時聞‘分）
図18歩行・ランニング中の心拍数の変動
○頻脈（スポーツ経験有）
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図19　歩行・ランニング中の心拍数の変動
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○頻脈（スポーツ経験無）
220
210
200
190
180
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X10ヨ．0拍ノ分 X141．1拍ノ分
歩　行　　　　　　　ランニング
0　　5　10　－5　20　　　　0　　5　10　15　20
　　　　　　　　　　　　　　　時問｛分）
図20　歩行・ランニング中の心拍数の変動
　以上歩行・ランニング中の心拍数の変動をみてきたが，徐脈の者は頻脈の者に比べ，同一条件
下での運動場面でいずれも平均心拍数が低い値を示しており，持久的能力による差とも考えられる。
　今回は安静時心拍数で両サイドに位置する徐脈の者と頻脈の者の体力，運動，スポーツに関す
るアンケート結果，健康診断の結果，有酸素能力の測定結果，心拍数の測定結果より両者を比較
しながら結果を整理した。結果を総合してみると，徐脈の者は過去より継続して積極的に身体活
動を実施している者が多く，種々の測定結果においても運動によるトレーニング効果がみられそ
うである。一方，頻脈の者は過去より継続して課外スポーツ等を経験している者が少なく，身体
活動の必要性は理解しながらも現在積極的に実施している者が少ないようである。また心拍数の
測定結果では，歩行中の平均心拍数に徐脈の者と頻脈の者との問に明らかな差がみられた。歩行
中の心拍数の測定は可能であり，各人の運動強度を知る上での1つの指標になりうると思われる。
　今後は入学者全員の安静時心拍数と体力・運動能力との関係と歩行時の心拍数の測定を行い，
各個人に応じた身体活動量，運動強度，持久カトレーニングについて検討を加えたく思っている。
M　要　　約
　1．徐脈の者と頻脈の者の割合
　入学者に対する割合は徐脈の者（安静時心拍数50拍／分以下）ユ～2％，頻脈の者（安静時心
拍数100拍／分以上）2～3％である。
　2．安静時心拍数
　3年間の安静時心拍数の平均は徐脈の者47．5拍／分（50～34拍／分），頻脈の者105．9抽／分
（100～129拍／分）である。
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　3．体格（身長・体重）
　3年間の身長・体重の平均は，徐脈の者が身長172．7cm，体重62．9㎏，頻脈の者が身長171．9cm，
体重65．5㎏である。
4．体カ・運動・スボーツに関するアンケート結呆
ユ）中学・高校での課外スポーツの経験について
　　　クラブに所属していた者の割合は，徐脈の者が中学・高校共に約8割，頻脈の者が中学
　　で約7割，高校で約4割である。
2）現在の運動実施状況について
　　週1～2回以上運動を実施している者の割合は，徐脈の者が約6割，頻脈の者が約4割
　　である。実施していない者の割合は前者で約1割，後者で約4割である。
3）現在の体力について
　　体力に自信がない者の割合は，徐脈の者がO．4割，頻脈の者は約5割である。
4）スポーツに対する好感度について
　　　スポーツ・運動が好きな者の割合は，徐脈の者が約8割，頻脈の者が約5割である。
5．健康診断の結果より
ユ）血圧について
　　　3年問の血圧の平均は，徐脈の者が最高血圧ユ14．8mmHg，最低血圧60．7mmHg，頻脈の者
　　が最高血圧ユ30．3mmHg，最低血圧76．8mmHgであり，両者の平均値間において最高血圧，最
　低血圧共に有意な差が認められる。（P＜．0！）
2）肥満度について
　　B・M・I指数の平均をみると，頻脈の者が徐脈の者より高い値を示しているが有意な差は
　認められない。
6．有酸素能カの測定結果について
　　　2年間の最大酸素摂取量の平均では，徐脈の者が頻脈の者より高い値を示しており，両
　平均値間において有意な差が認められる。（P＜．01）
7．心拍数の測定結果について
1）日常生活での心拍数の変動
　　　1日の総心拍数，覚醒時・睡眠時の心拍数の変動についてみると，徐脈の者と頻脈の者，
　　スポーツ経験の有無による違いは心拍数の変動上では特にみられない。
2）歩行・ランニング中の心拍数の変動
　　　歩行中，ランニング中の平均心拍数は徐脈の者が頻脈の者より，いずれも明らかに低い
　値を示している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付　記］
本研究に際し，測定等でお世話になりました本学学生部医務室　杉山春江氏に厚くお礼申し上げます。
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